
台湾夏期華語・台湾文化研修 
　教育文化学部　人間社会課程社会システムコース　四年　大浦早貴 

派遣：開南大学 
派遣期間：２０１６年８月１６日～８月３０日 
渡航時の学年：４年 
○渡日前の手続きについて 
・参加に至った経緯について 
　今回参加するに至った理由は、中国語をもう一度学びなおすきっかけにした
いと思ったからです。半年前に台湾に一度インターンシップとして行かせて
いただいたこと、また一年生の時、初修外国語として中国語を選択していた
のですが興味はあったものの二年次から続けて学習することはしませんでし
た。このような経緯も含めもう一度学習しなおしたいと思ったのと同時に、
将来行かせたら良いなと思い参加を決意しました。 

・渡航に関する手続きについて 
提出書類…留学・研修届 
　　　　　航空券のコピー 
　　　　　海外保険のコピー 
　　　　　誓約書 
・査証取得はなし 

★体験記 
・生活費 
　渡航費…早めに予約したこととEUの関係で少し航空券が安くなり往復で

25,000円程度で行くことができました。日本⇔台湾を結ぶVairとい
う航空会社です。

研修費…日本円で60000円程度　　台湾元で18000元
生活費・食費…50,000円　　　台湾元で15000元
（買い物を沢山しない人であれば日本円で30,000円ぐらいでも大丈夫だと
思います。）

　・大学のサポート状況
　　基本、開南大学の応用日本語学科の皆さんが勉強から自由時間など全てに
おいて親身にサポートして頂きました。私自身ではないですが、友達が熱
になった際なども、懸命にサポートしていたように思います。自由行動に
おいても研修生の安全なども考えてくれるなど、沢山のサポートもあり、
楽しく安心して過ごすことができました。

　・授業の様子
　　今回は、中国語のクラスでAクラスに入って勉強させていただくことがで
きました。中国語は3クラスに分かれていましたが、自分のクラスでは中国
に留学経験ありの方や勉強して3年目の方、これから留学に行かれる方な
ど比較的勉強に力を入れている人たちが集まっており、授業も全て華語で
受けました。全ての人がすべてのことをわかるわけではないので、時々



チューターの皆さんが通訳してくれるので難しい部分もありましたが、と
ても勉強になりました。宿題は観光に行ったことを自分が知っている単語
や文章でできるだけ使って華語で発表してり、授業では、中国語の動画を
見て、みんなで何を言っているのか話し合って、その状況を説明したり、
リスニングをしたり、基本的な会話などを華語で説明をうけました。また、
研修最後の日に成果発表の際は、台湾で有名な「朋友」という歌を歌った
り、ほかの曲をみんなで踊ったり、とても楽しく行うことができ、授業も
最初は憂鬱でしたが、日に日に充実した時間を過ごすことができました。
少しずつ、話していることが分かってきたりと今後学習していくモチベー
ションがあがったように感じます。

　・他の留学生たちの様子
　日本の大学から約１８校から約９０名ほどの学生が今回参加していました。
　部屋割りは４人部屋で私の部屋は沖縄や大分の大学の方と一緒でした。はじ
めは多くの参加者で各大学で動くことが多かったですが、次第に多くの友達
ができて貴重な経験ができました。九州圏が少なく関西圏の大学が多かった
ように感じます。参加学年はばらばらで主に２年生３年生が多かったです。

　・現地学生との交流
　　参加者９０名に対しチューター学生が１５名程度だったので各大学に一人、
だいたい５人に対し１名のチューターがサポートしてくれました。毎日の
夜ご飯や研修の間など、また自由時間のときなど少し大学と町が離れてい
たのでタクシーを呼んでくれたり、時間があるときは自分たちの行きたい
ところへ連れて行ってくれたり、また勉強の際も手伝ってくれたりと、
チューターの方も時間がない中一生懸命サポートしてくれました。 

　・街の様子
　　開南大学の近くはコンビニや朝のご飯やさんなどしかなく、買い物などは
タクシーで１５分ほどのお店へみんなで買い物へいきました。その他にも
休日の際などには台北などへ行く機会もあったので不便はありませんでし
た。

　・今後、海外渡航を希望する学生のみなさんへ
　　お金と時間があれば私は留学には少しでもいいので行ってほしいです。違
う土地にいくことでまた新たな価値観や刺激が得られるからです。なので、
留学に向けて自分の貯めたお金で行くのでもいいし、それでも無理なら親
御さんに必死にお願いするのでもいいし、いったからにはそこで沢山の経
験や刺激を持ち帰ってほしいです。今までは親に頼ってばっかりで自分で
お金を出していくことは少なかったです。今回、自分で必死にバイトをし
て貯めたお金でいったからこそ無駄にはできないという気持ちがいっそう
強まりました。是非、学生時代に行っておいてほしいです。



�
↑台北の士林夜市でサマプロのみんなと

�
↑バースデーをルームメイトたちを中心に祝ってくれた写真



�
↑仇分　みんなで願い事をかいて

�
↑中国語Aクラス　成果発表


